
社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会表彰規程 
 

（目 的） 

第１条 この規程は、群馬県内において社会福祉事業に功績のあったものを表彰して、そ

の功労を讃え、もって社会福祉の進展に資することを目的とする。 

 

（表彰の対象） 

第２条 表彰は、次の各号に定めるものに対してこれを行う。 

（１） 民生委員・児童委員でその功績顕著な者 

（２） 保護司でその功績顕著な者 

（３） 社会福祉法人、社会福祉施設、社会福祉団体及び県郡市町村社会福祉協議会

の役職員で功績顕著な者 

（４） 社会福祉活動が優秀な地区社会福祉協議会 

（５） 自立した障害者として他の模範となる者 

（６） 里親として他の模範となる者 

（７） その他社会福祉事業の功労者で本会会長の認める者 

２ 前項第１号から第７号に規定する対象のうち、過去に、次の各号に該当する者

は、表彰の対象から除外する。 

（１） 叙勲又は褒章を受けた者 

（２） 社会福祉関係功労者として厚生労働大臣又は法務大臣の表彰を受けた者 

（３） 社会福祉関係功労者として全国社会福祉協議会会長表彰を受けた者 

（４） 社会福祉関係功労者として群馬県知事表彰を受けた者 

（５） 社会福祉関係功労者として群馬県社会福祉協議会会長表彰を受けた者 

（６） 福祉ボランティア顕彰を受けた者 

 

（民生委員・児童委員功労の基準） 

第３条 民生委員・児童委員功労の被表彰者は、次に定める条件に該当する者とする。 

（１） 民生委員・児童委員として通算 10年以上在職し、その功績が特に顕著である 

者。 

 

（保護司功労の基準） 

第４条 保護司功労の被表彰者は、次に定める条件に該当する者とする。 

（１） 保護司として通算 10年以上在職し、その功績が特に顕著である者。 

   

（社会福祉法人、社会福祉施設、社会福祉団体及び県郡市町村社会福祉協議会の役職員功労

の基準） 

第５条 社会福祉法人、社会福祉施設、社会福祉団体及び県郡市町村社会福祉協議会役職員

功労の被表彰者は、次に定める条件に該当する者とする。 

（１） 社会福祉法人、社会福祉施設、社会福祉団体及び県郡市町村社会福祉協議会理 

事・監事及び評議員として通算 10年以上在職し、その功績が特に顕著である者。 

         但し、老人クラブ連合会の役員については、７年以上の在職とする。 

（２） 社会福祉法人、社会福祉施設、社会福祉団体及び県郡市町村社会福祉協議会職 

員として通算 15年以上勤続しかつ 40歳以上とする。 

但し、日常生活自立支援事業の生活支援員については、10年以上とする。 

 

（社会福祉活動が優秀な地区社会福祉協議会の基準） 

第６条 社会福祉活動が優秀な地区社会福祉協議会は、次に定める条件に該当する地区社

会福祉協議会とする。 



（１） 優良地区社会福祉協議会は、事業活動が特に優良である地区社会福祉協議会と

する。 

（２） 特別優良地区社会福祉協議会は、優良地区社会福祉協議会として受賞後 10年以

上経過し、その後の活動が活発で特に優良である地区社会福祉協議会とする。 

 

（模範自立障害者の基準） 

第７条 模範自立障害者の被表彰者は、次に定める条件に該当する者とする。 

（１） 自立した障害者として他の模範となる者。 

 

（里親功労の基準） 

第８条 里親功労の被表彰者は、次に定める条件に該当する者とする。 

（１） 里親として 5年以上経過し、養育期間が通算 3年以上又は 3人以上の児童 

養育し、里親として他の模範となる者。 

 

（その他社会福祉事業の功労者で会長の認める者の基準） 

第９条 その他社会福祉事業の功労者で会長の認める者の被表彰者は、次に定める条件に

該当する。 

（１） 社会福祉事業の功績が顕著で特に本会会長が認めた者。 

 

（感謝の対象） 

第 10条 感謝は、民生委員・児童委員、保護司、社会福祉法人、社会福祉施設、社会福祉

団体及び県郡市町村社会福祉協議会の役職員以外の個人及び団体であって、5 年以

上の寄附活動で累計 100万円以上、または 1回につき 100万円以上を寄附した個人

及び団体に対してこれを行う。 

 

（在職期間の算定方法） 

第 11条 在職期間の算定方法は次の各号のとおりとする。 

（１） 在職期間の算定基準日は原則として 11月 30日現在で算定する。 

（２） 在職期間が中断されている場合は、その在職期間を通算するものとする。 

（３） 非常勤の職員の場合は、次の算定方式によるものとする。 

在職年数×週の勤務時間÷常勤職員の週の勤務時間 

 

（表彰及び感謝の時期） 

第 12条 表彰及び感謝は群馬県社会福祉功労者表彰式において行い、表彰式が行われない

年には、適当な時期に行うものとする。但し、特別の事情があるときはその都度行

うことができる。 

 

（表彰及び感謝の方法） 

第 13条 表彰及び感謝は、本会会長がこれを行い、表彰状、感謝状と記念品を贈る。 

 

（候補者の推薦） 

第 14条 各郡市町村社会福祉協議会及び県域の福祉関係団体は、この規程に定める表彰又

は感謝に該当するものを候補者として本会会長に推薦することができる。 

   ２ 本会会長は、前項の規定にかかわらず、表彰又は感謝の候補者を推薦することが

できる。 

 

（表彰審査会） 



第 15 条 表彰又は感謝の該当者の審査に関する検討を行うため、表彰審査会を設置する。 

   ２ 審査会の構成員は、群馬県社会福祉協議会部会関係者及び行政関係者で構成する。 

   ３ 前項の審査会は、次の各号について審査する。 

   （１） 表彰及び感謝の該当者の審査。 

   （２） その他表彰、感謝に関係する事項。 

 

（施行細目） 

第 16条 本規程に定めるもののほか実施に必要な細目は、本会会長が別に定める。 

 

 

 

附 則 

  この規程は、昭和 43年４月１日から施行する。 

 附 則 

  この規程は、平成９年５月 27日から施行する。 

 附 則 

  この改正規程は、平成 13年４月１日から施行する。 

 附 則 

  この改正規程は、平成 19年４月１日から施行する。 

 附 則 

  この改正規程は、令和２年４月１日から施行する。 

 附 則 

  この改正規程は、令和６年９月１日から施行する。 

 


